
〈小学校国語部会〉
研究主題

「自分の考 えを書 くカ を高 める個 に応 じた指導 の研 究 開発」

研究の概要

「確 かな学力」をは ぐくむ とい う学習指 導要領 のね らい の実現 に向 けて、個に応 じた指 導 を

充 実 させ るため、児童一人 一人 の学習状 況 に応 じた きめ細 かい指導 の工夫 を行 うことが 求 め ら

れ てい るe一 方 、国際 的な学力調査や 平成15年 度教育課 程実施状 況調 査か ら、我が国 の児童 ・

生徒 には、 「相手や 目的に応 じ、 自分 の考 えを明確 に して書 く力が十分 に身 に付 いてい ない」

とい うこ とが明 らか になっ た。 また、 「書 くこと」は個別 に学習 が展 開 され る とい う特 色 を も

つ た めに個人 差が 表れ やす く個 に応 じた 指導の充 実が求 め られ る。 これ らの課題 を踏 まえ 、

「書 くこ と」の指導 におい て、自分 の考 え を書 く能力 を高 め るための指導 の在 り方 にっい て研

究開 発 を行 う。

1研 究 の 目的

自分の考えを筋道立てて書く能力を高めるための指導の在 り方を明らかにするとともに、指

導の改善を図るための指導資料の作成を行 う。

∬ 研 究 の 方 法

1研 究主題 につ いて協議 を行い 、書 くことの学習過程 に沿 った指 導の在 り方 を明 らか にす る。

2基 本的 な考 え方 をも とに して研 究の仮 説 を設定す る。

3検 証授 業を行い 、効果 的な指 導 にっいて考察す る。

皿 研 究 の 内 容

1学 習過程 に沿 って 、 自分 の考 えを書 くた めに必 要な能 力の分析 を行 う。 このこ とによ り、

書 く過程 にお ける指導 の重点や 支援 の具体策 を明 らか にす る。

21に っいて、 系統性 を踏 ま え整理 した ものを活 用 しなが ら、 自分の 考え を書 く力 を高 め る

ため の指導の 工夫に取 り組み 、具体的 な指導の在 り方 を明 らかにす る。

1研 究 の 基 本 的 な考 え 方

(1)研 究の構想
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【小学校国語部会研究主題1
「自分の考えを書く力を高める個に応じた指導の研究開発」

1

1研究仮説】 「書 くこと」の指導において、一人一人の学習状況に応 じた

指導 を工夫すれば、自分の考 えを書 く力を高めることができるだろ う。

1 1

1自 分の考えを書くカの分析

O学 習指導一覧表(試 案)の 作成

Q指 導の観点や具体策の検討

2研 究主題に迫るための指導の工夫

O単 元展開の工夫

0学 習活動の工夫

O個 に応 じた指導 と評価の工夫

【 1
■

1検 証授業l
I

l研 究の成果と課題1
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(2)自 分 の考 えを書 く力の分析 と 「学習指導 一覧表(試 案)」 の作成

自分 の考 えを筋道立てて書 く力 を高 めるためには、 その諸 能力 を分析 し系統立てた指 導 を積

み重 ね る こ とが大切で ある。そ こで 、 どの よ うなカ を身 に付 け させ る必 要があ るのか を書 くこ

との 学習過 程 ごとに分析 し、指 導の観 点 を明 らかに した。 この指導 の観 点に したが って、発 達

段 階 を踏 ま え、個 に応 じた指導 を一 層充実 させ るための指 導資 料 と して 「学習指 導一 覧表(試

案)」 を作成 した。

「書 くこ と」 の学習 過程 にお いて 「目標 の明確化→指 導→評 価→ 評価 に基づ く指導 」 とい う

サ イ クル を繰 り返 し行い 、指導 と評価 の一 体化 を継続 的 に積 み上 げてい くこ とで個に応 じた指

導 の充 実を 図 りたい と考 えた。 そ こで、一覧表の項 目 として、 「自分の考 えを書 く力」 「学 習

活 動 の例」 「評価 規準(評 価 方法)」 「評価に基づ く指 導」の 四つ の項 目を設定 した。

この 一覧表 を活用す る こ とに よ り、学校 、学級 や児童 の実態 に応 じて 、重 点的 に育 て たい能

力 を取 り上 げ 目標 として設定 し、評価 規準 に照 ら して学 習状況 を評 価 し、適切 な指導 を行 うこ

とが可能 にな るのではないか と考 えた。

この 一覧表 作成 にあたっ ては、以 下の よ うな点 に配慮 した。
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【学 習 過程 】

「課題をもつ→考えをつくる→取材する→構成する→考えを言葉にす る吋記述する→推巌する→交流す る」

とい う学習過程を設定 した。児童が自分の考えや意見を明確にすることや自分の考えや意見を言葉で表現す

ることを重視 し、「考えをつくる」段階や 「考えを言葉にする」段階を学習過程に位置付けた。このことによ

り、記述前の学習過程が、これまでよりも細分化され、一人一人の学習状況に応 じたきめ細かく丁寧な指導

が可能になると考えた。
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り
ー
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【自分 の考 えを書 くカ】

学習過程に沿って、各段階で 「育てたい力」の観点を明らかにした。 これ らの

観点は、学習過程の各段階における指導の重点を整理 したものである。その観点

に沿って低学年、中学年、高学年ごとに 「自分の考えを書くカ」 を具体的に示 し

た。

学習過程

課

題

を

も

つ

構
想
を
練
る

(考
え
を

観点

興味 ・関

心

相 手 意

識 ・目的

意識

自分の考えを書くガ

・めあてをもち、適切

に書 こうとす る。

・相手 意識 や 目的意識

をよ り明確 に もって敏

り組む。

学習活動の例

・相手や 目 につ い

て話 し合V学 習 計

画を立て
・提示文 自分の誉

き 方 と して 読

み、書こ とする意

欲・高唯

が

ー
r

辞 価規 準 《評価方法〕

Oや 目的 をもち適

切 書こ うとしている。

察)

書 くこ との めあてを

って書 こ うとしてい

る伽(学 習シー ト、観察〕

詳価に基づく指導:

【学 習活 動の 例 】

自分の考えを書 くことに関連 している文章の

種類や形態{5ペ ージ表参照)を 対象とした場合
の具体的な学習活動の例を示した。

ク

・意欲を喚 起す る

材 ・課題 ・場の 設

をす る。
・学習計画カー ド1

書 くめあ て を記 入

課題 を意 識付 ける

・児童作 品や 説明

【評価規準(評 価方法)】
各学習過程において示した学習活動の例に対

応する具体的な評価規準と評価方法を示した。

グ

【評 価 に基 づ く指導 】

評価規準に照らして、「努力を要する」と判

断 される児童や 「十分満足できる」と判断 さ

れる児童に対 して、どのような指導を行 うと

よいかを具体的に示 した。

一12一



ー

一ω
1

学習指静一覧豪(中 学年}一 鰐雲一

学習過程 観点 自分の青えを●くカ 学盲渚勘の倒 騨価規準く騨唖方塗) 騨髄に甚つく揃導 観直 学習過程

課 興瞭 ・闘 心
・め あ て を も ち 、 適 切 に書 こ う とす

る"

・相 手 や 目的 につ い て話 し含 い、 学習 計

画 を立て る。

O相 手や目的を粘ち適切に書こうとしてい

る。(観 察}

・意 欲 を 喚起 す る題 材 ・謀 題 ・場

の設定 をす る. 興味網心
構 課

題

を
も

槽
碧
壱

相手意臓・
目的意聾

・相手意識や 目的意識を明確にもちな

がら取り組む。

・提 示 文 を 自分 の 書 き方 と比 較 して 観

み、 書 こう とす る意欲 を高 める。
・書 くこ との め あて をつか み、 学 習 シー

O書 くこ との めあ てを もって書 こ う として
い る.(学 習 シー ト・観察)

O相 手や 目的 を考 えなが ら学習計 画 を立 て

・学習計画カー ドに、書くめあて
を記入し諫題を意餓付ける.
・児童作文や脱明文教材を提示し

相手意臓・

目的意識

懇

を
棘

題

を
も

つ 纏

る 課題把握
・段落柏互の関係や続き方に注意して

書く。
トに記 入す る。 て いる.(学 習 シー ト} 意欲や学習の見通しのもたせる. 課魍把雌 る

A

つ

き 薯
・魯 く事柄 を整 理 しなが ら.自 分 の 考
えを明確 な もの に して い く。

・書 く事柄 を メモ に書 き出 し、 霞分の 思
いや 考 えを学 習 カー ド等に書 く.

0自 分の 恩いや 考 えを壁 理 し、書 く事柄 を

ヵ 一 ド等 に書 き出 してい る。(カ ー ド・観

・ウェ ビン グな どを して書 く事 柄

を整 理 しなが ら、 伝 え たい こ との

簿

え き
λ

を

つ

え

査

確

ものの見方 ・

考え方

・目的 な どに照 ら して、 書 く内專 と 自

分の 考 え とのつ な が りを筋道 だ っ た も
のにす る。

・書 く相手 や 目的 に照 らしなが ら、構 恕

メ モ や カ ー ド 〔項 目立 て ・方 濫 の決 定

等)に 書 く.

齋)

O友 達 との話 し合いや 交流 を通 して 、 自分
の 噂 えを 明 らか に して い る。(観 架 ・範

中心を明確にさせる。
・調べたいことや題材ごとに小グ

ループを作り情輻交換する場を設

ものの 見方 ・

考 え方

壱

罐

か

兀

を
つ

く か ・友運 の 考 え を取 り入れ なが ら、 自分 ・友 逮 と話 し合 った リ、交 流 した り して 甘) 定す る。 め く

る め

6
の見方や考えを広げる。 自分の考えを明らかにする. 石 も

曹

・書く必要のある事柄を収集したり選 ・調 べ た こ とや 経 験 した こ とな どの中 か 0相 手や目曲に応じて、書く必要がある事 ・少 人 数 の ダル ー プ に よ る友 達 と 孟
取 広
げ

択 した り† る.
・相手 や 目的 に 応 じて、 書 く必要 が あ

ら、書 く必 要 が ある事柄 を メモ に書 き出

す。

柄 を集 めてい る,(観 察 ・メモ)
O相 手 や 目的 、 自分 の思 い や 考 え1こ応 じ

の情轍 交換 の場 を させる。
・相 手 や 目的 を確 か め た り、情 報

If

る
取

材 筍 惰 稲眼 集・ る事柄かどうかを考えたり順序や軽重 ・書 き出 した メモ の 中か ら、相 手や 目的 て 、 書 く必 要 が あ る事柄 を選 ん で い る。 の取捨選択の観点の倒を示したり情轍 噸集 ・ , 材
す

●
敵捨選択 を考え た りす る。 に照らして書く必要のある事柄を選ぶ。 〔観察 ・メモ) して、 書 く必 要 が あ る事 柄 か ど う取捨選択

深
す

る 深
・学校 図 書鰭 な どを利 用 しな が ら、適 ・必要に応じて、学校図書館などを活用 かを考 え させ る。 酌 る

め 切に材料の収集を行う。 し材料を収集する. る

構 筍 ・自分 の 考 えが 明 確 に なる よ うに、段 ・中 心 が は っ き りす る よ うに構 成 を 考 0書 きたいことの中心が伝わるように、段 ・事 例 と自分 の 考 え や思 い とのつ
}

構
成

}

胎 理 ・ 薄相互の開係を考える。 え、 学習 シー トに記入す 石。 落 相 互 の 関係 を考 え て い る.(学 習 シー なが りを確かめることができる学 諭 理 ・ 虚
す 組み・立て

・事柄 ご との ま とま りを意識 して、 区 ト〕 習 シー トを堤示 す る。 組鄙立て す
る 切 りを 考え る。 る

・段轄相互のつながりを考えた衷現の ・段 落 相互 の つ なが りを考 えな が ら、調O段 蒋相互 のつ なが りを脅 えなが ら、調 ぺ ・グル ー プで 話 し合 い 、気 付 いた

考
え

仕方が分かる。
・段落相互の関係を考えた衰現の仕方

ぺたことや経験したことなどを分かりや

すく伝えるための書き方を知る.
たことや経験 したことなどを分かロやすく
伝えるための書き方が分かっている.{観

こ とや 硬 更 した い こ とな どを書 き

加 えた り、書 き換 え た りして組 み 哲
毘

を
言
葉
に

交
章
を
練

文章化

を考える。
・段蒋相互の関係を考えた表現の仕方

を考え言薬や文章に書く。

・調 べ た こ とや 経験 した こ とな どが 伝 わ

る よ うに段 落 棺互 のつ なが りに つ いて考
え る。
・学 習 シー トや メモ を基に書 き たい こと

を雷 繋や 文 章 に書 いた り、 メモ を膨 らま

察 、発 言、 メモ)

O闘 べた こ とや 経験 した ことな どが分 か り

やす く伝わ る段 落相互 のつ なが りにつ いて

考 えて い る。(槻 嶺、発 言、 メモ)

O学 習 シー トや メモ を基 に書 きた い こと を

立て メモな どの 見直 しを させ る。
・調 べ た こ とや経 験 した こ とと 自

分の 思 いや 考 え とのつ なが りにつ
いて話 し合 う場 を殻 定す る.

文章化

文
章
を
罐

を
言

葉
に

す 巻 せた りす る。 言葉や文章に書いたり、メモを膨らませた
も す

る り して い る。 〔観 察、 発 言 、 メ モ、 学 習 書
る

暑 シーD

葉 ・書 こ うとす る こ と の中心 を 明確 に し ・自分 の疑 問 に思 った事 な どにつ い て調 O嘗 こ うとすることの中心を明碗にしなが '整 理 カー ドを 見直 して 、 中心 が
葉
を

音 な』{ら、段 薄 と 段落 の紐 き方(事 柄 の べて ま とめる。 ら、駐落と殿落の紐き方に注意して書いて明確になるような構成になってい
集

集 記述{文章, ま とま り ・区 切 りな ど)に 注意 して書
・経験 した事を記録文や学級新聞に書 い る.{観 察、作 品〕 るかを確かめるように働きかけ 記述 〔文章 〕 め

め く。 く. O文 脈に沿って、指示語や接観語を使って る。
石

看 ・文 脈 に 沿 っ て 、 指示 語 や 接 続 語 を ・文脈 に沿 って 、指示 語や 接纏 語 を使 っ 書いて いる。(観 巌、作品) ・段落の始めや会話の部分の改行
・

記
睦 血

・文章 の敬 体 と 常体 の違 い に注 意 して

書く。

て書 く. O段 蒋の始めや会話の部分を改行して書い
ている。(霞 齋、作品)

が で き てい る か 、逼 宜 、確 語 す る

よ うに働 きかけ る.
選
ぶ

記

述
す ぶ 曇記〔貫翼遣い} ・送 り仮名 、 句読 点 、改 行 に注 意 して 壷肥{貫葉艦い) . す
る ら 書 く。 つ る

な ・修 飾 と被修 飾 との 閲係 をは っき りさ な

If
lf 文(文 法) せて 昏 く。 文 〔文 蓬) 壱
る ・櫓示語、接綻躇を湾切に使 って書 く、

,

由 語句〔語儀〕 語 句(語 彙 〕 屠

く
・文 車 の よい と こ ろを 見付 けた り、 間 ・自分 の文 章 を読 み返 し、よ い とこ ろを O警 いた文を読み返し、よいところを見付 ・ねらいに即した具俸的な評価の 〈

推

敵

す
る

}

自己膵価・
相互評価

違いな どを正 した りす る。
・敢材 ,構 成 、 記 述 な どに見 られ る具

体的な よ さに気 付 く.

見付 けた ウ問違い を正 した りす る。
・友 達 の作 品 を読 み、 その よ さを 自分 の

作 品に取 り入れ る。

けたり、間違いを正したりする。
O辞 書を活用しながら、表記上の聞違いを
正している。

O友 達の作品のよいところを自分の作品に

観点を示した評価カー ドを提示す

う蓋い。作品を読み合い、よい、
ころを見付けるように働きかけ

自己騨価・
相互評価

v

推

敲

す
壱

敢 り入 れて いる。 〔カー ドの分 析 ・槻療 〕 る 。

寵 ・文 章 を読み 合 い 、題 材 の と らえ方 ・ ・友違の表現のよさを見つけ、伝え合 O友 達の表現のよさを見付け、伝えてい ・友達の衰現のよさを伝える蜆点 喪

享 活用 材料の集め方 ・記述の仕方など、自分 う. る.{カ ー一ドの分 折 ・観 鰯) を提示す る。 活用 季
る の表現 に生かす 。 る



(3)研 究主題 に迫 るための手だて

ア 単元展開 の工夫

① 記述前 の指 導の重視

書 くときに、何 を書 いた らよいのか分 か らない 、 どのよ うに書い た らよい のか分か ら

ない とい う児童 の実態 があ るの ではないか と考 えた。 この よ うな課題 を解決す るために、

記述前 の指導 を重視 した単元の展 開を工夫す るこ とに した。

具体 的に は、 「構 想 を練 りなが ら自分 の考え を もつ学習 場面」 と 「自分の 考 えを記 述

す る学 習場 面」の二 つの学習場 面 をきめ細 か く、丁寧 に指導す る ことが授業 改善 の視 点

にな ると考 えた。

記述 前の指 導を細分化 して展 開す るこ とに よ り、 「自分 の考 えがお ぼろげで あった児

童」 が 自分 の考 えを確 か なものにす る ことがで き るよ うにな った り、r自 分 の考 えの書

き表 し方が分 か らなかっ た児童 」 が、 自信 を もって書 け るよ うになった りす るの では な

い か と考 えた。

② 学習過程と指導の観点

匪亘璽璽コ 圃
一 〆㌦ (一 一-)

、ノ
記 課題をもつ

構 臨i趨 レ馳

述 .

脅えをつくる
想
を

もの の 見 方 ・
脅 え 方

前 練 一

敢材す る る 情報の収集
戴捨選択

「

構成する 論 瑳 ・組 許 立 て

文

記

述

考えを肯糞
にする

記 述する

　

暫

章
を
練
る

文章化

.

文 章 ・衰 配 ・

文 ・語 句

推敲する 自己評価
相互酔価

記

轡 く…塑 r
㌧ '》
自分の考えをi)

学習過程につ いては、学習指導 要領の

「B書 くこと」に示 されている内容 を踏 ま

え、「取材」 「構成」 「記述」 「推最 」とい う

学習過程 を基本 としつつ、以下の工夫 を行

った。

一っは
、記述前の過程の細分化である。

取材 の前に 「考えをっ くる」、構成 の後 に

「考 えを言葉 にす るJと い う過程 を位置付

けた。

二つは、構想 を練 る、文章を練 るとい う

思考の位置付 けである。 自分の考 えを書 く

上 で、この二つを学習の全過程を通 じて意

識 させ ることが重要であると考 えた。

なお、学習過程は、直緑的な ものではな

く、構想 を練 る、文章を練ることを意識 し

っっ、前後の過程 と重な りをもちなが ら展

開す るものであるととらえてい る。

指導の観点については、学習過程 ご とに

指導 の重点 とな る項 目を精選 し示 した も

のである。

イ 学習活動 の工夫

① 自分 の考 えをもたせ るための学習活動の 工夫

自分 の考 えを もてない とい う児童 に対 して は、時間 を十分 に与える とともに、学習 活

動 を工夫す る ことが必要 で ある、 また 、す でに考 えを もってい る児童 であ って も、 自分

の考 えを広げ るこ とや深 める ことを 目指す よ うに させ る こ とが大切 である。

そ こで、記述 前 の構想 の毅階 で題材 につい て話 し合 い を した り、取材 の 見通 しを もた

せ た りす るな ど、 自分 とは違 うものの 見方や 考 え方 に触れ る学習 や学習の見通 しを もた
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せ る学習 活動 を設定す る こ とに した。 この ことに よ り、児童 は 、おぼ ろげで あった 自分

の考 え を明確 な もの に した り、新たな考 えや 発想 を もて る よ うになった りで きる よ うに

な る。加 えて、学習の 見通 しを明 らか にす る ことに よ り、書 きたい こと、伝 えたい こ と

を具体 的な もの として もつ こ とがで きるよ うにな ると考 えた。

なお、学習課 題 に対 して 自分の考 えを筋道 立てて書 くための思 考を、おおむね 、次 の

よ うに とらえた。

1低学年1

Oお もに帰納的な思考

見聞きしたこと、経験 したこと

を、順序を追って整理 して書 く。

Oお もに演緯的な思考

意 見や 感 想 の根 拠 とな

婁を挙げて書 く。

② 文章化 を図るための学習活動 の工夫

取材や集 材 した書 く材 料 を構成 した後、す ぐには 、文や 文章 として書 き始 め られ な い

児童 がい る。 これ らの児童 に対す る指導の手だてが 必要で あ る。

そ こで 、 「構成→ 記述 」で はな く、 「構成→ 考 えを言葉 にす る→記述 す る」 とい うよ

うに、記述 の前 に、 どの よ うな言葉 で、 どの よ うに書 き表 した らよいのかを学ぶ学 習 活

勧 を設 定す る。児童 が学 習す る文章 の種類や形態 の例 文 な どを示す こ とで、書 きぶ りや

構 成 な どに着 目させ 、具体的 な表現 の仕方について学 習 でき るよ うに した。

なお 、本研 究 の 「自分の考 えを書 く」 とい うとき に、対象 とな る文章 の種類や 形態 に

つ いて は研究 の焦点化 を図 るため下の表の内容 を対象 とす る こと とした。

＼ 学習指導要領に示された言語活動例 文章の種類や形態

1・2年 ・先 生や 身近 な人 な どに尋ね たこ とをま とめる こと

・観察 した こ とを文 な どに表す こ と

*観 察記録文

3・4年 ・自分の疑問 に思 った事 な どについて調べ てま とめ ること

・経験 した事 を記録 文や学級新 聞に表す こ と

*説 明文 小冊子

記録文 学級新聞

5・6年
・自分 の課題 について調べて ま とまった文章 にす る こと

・経験 した事 をま とまった記録や報告 にす るこ と
*意 見文 紹介文

記録文 報告文

(*実 践 ・検証 した文の種 類)

ウ 個 に応 じた指 導 と評価 の工夫

本研 究 では、個 に応 じた指導 とは個人差 に応 じた指 導 であ る とと らえて いる。個 に応 じ

た指 導 を進 め るた めには、 まず 、児童の学 習状況 を把握 す るこ とが必要 である。 「書 くこ

と」 の単元 に取 り組む 前 に、児童 一人一人 の興味 ・関心や 習熟度 な どにっ いて、 これ ま で

の作 文の分析や 聞 き取 り調査 な どを実施 してお く。 そ して、個 々の児童 の評価 情報 を整 理

し、 個別の 支援 計画 を立 て る。 「書 くこ と」の単元 の学習 では 、 この評価情 報や支援 計 画

に基 づい た指 導の手 だて を工夫す る。1単 位時 間の 中で全員 の指 導 と評価 をす る こ とは難

しくて も、個 々の支援 の方 向 と手 だてを もって指 導 に 当た るこ とに よ り適 切な支援 が可 能

にな ると考 える。
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【事例1】 構想メモを生かした指導の工夫〔第5掌 年〕
(1)単 元名
「自分の考 えを伝 えよ う」 ～ゲームについて考えた ことを意見文に表そ う～

(2)単 元の目標
・自分の考 えを相手に伝 えるために、筋道立てて意見文 を書 く。

(3)蛍 元の評価規準
国語へ の関心 ・意欲 ・態度 書く能力 言語に関する知識 ・理解 ・技能

・自分の考えを明確にするために話 し ・自分 の考 えが よ く伝 わ る よ うに、 ・自分の考えを明確に衷現するための

合 った り、取材 しよ うとした りして 文章全体の組み立ての効果を考え 文章の構成を工夫 している。
い る 。 て文章を書いている。 ・文 と文、段 蕗 と段落 の関係 をつかみ 、
・構成や表現を工夫 して自分の考えを ・根拠 と しての事 実を基 に して 、 自 適切に指示語 ・接続語を使っている。
筋道立てて書こうとしている. 分の考えを書いている.

(4)営 元の指導計画(8時 間扱 い)
主 な 学 習 活 動 ◎ 評価規輩(評 価方法}☆ 評価に基づく具体的な手だて

①単元の概要を知 り、学習計画を立て ◎学習の見通 しをもち、話 し合いに参加 しよ うとしている。
1 る 。 (観察)(ワ ー ク シー ト)

②例文を参考に意見文の書き方を知る。☆ゲー ムにつ いての考え 、感 想を ワー クシー トに書 くように助言 す る。

①構想 メモの作 り方を知 り構想メモを ◎ゲームについて感想を もち、情報収集の見通 しをもっている。
2 作 る. (観察)(構 想メモ)
②取材内容や取材方法を決める。 ☆構想メモ作 りの手引きを参考にするよう助言する。

①取材す る。(イ ンターネ ッ ト ・図書 ・ ◎考えの根拠になる情報を集 め、構想メモに加えている。(構 想メモ)
課 外新聞 ・イ ンタ ビュー ・ア ンケー ト) ☆ 目的に合った方法で取材す るよう事前に指示する。

①収集 した情報を取捨選択する。 ◎意見文に必要な情報を取捨選択 している。(観 察)(取 材メモ)
3 ②構成 メモに取材したことなどを付け ☆取材メモの中から最も伝えたいことはどれかを考えさせる。
足 す。

①構成メモの作 り方を知る。 ◎ 自分の考えが伝わるように文章構成を考えた構成メモを書いている。
4 ② 自分のテーマについて構成 メモを作 (観察)(構 成メモ)
る 。 ☆構成メモの作 り方の手引きを参考にするよ うに助言する。

☆教材文の構成 を確かめながら、 ともに文章全体の組み立てを考える.

①例 文を提示 し、書 き出 しの工夫につ ⑤読み手を引きつけるような書き出しを工夫して書いている。(下 書き
5 いて話 し合 う。 シー ト)

②書 き出しの工夫をしなが ら 「始めの
文」を書く。

☆いくっかの書き出 し文を用意 し、参考にするよう助言する、

☆勧果的な書き出しを一緒に考える.

①例文や取材メモを参考に しなが ら一 ◎事実と意見の書き分けを意識 しながら 「中の文」を書いている。
っめの事実を書く. (観察)(下 書 きシー ト)

6 ・事実 と感想の書き分け ☆取材 メモと例文を参考に しなが ら考えるように助言する。
・具体的な根拠

①例文を参考に しながら二つめの事実 ⑤ 自分の考えが効果的に伝わるように、文末表現を工夫しなが ら書いて
7 を 魯 く。 いる。(観 察)(下 書 きシー ト)

② 「終わ りの文∫ を書 く。 ☆取材 メモと例文を参考に しなが ら書くように助言する。

①友達と意見文を読み合 う。 @友 達の感想を参考にしな坦らより良い意見文になるように、修正 して
8 ②友達の感想やア ドバイスをもとに、 いる。(観 察)(意 見文)

文章を修正する。 ☆組立の効果を考えなが ら書いている作品を紹介する.

①意見文を読み合い、感想を交換する。 ⑨読み手の意見 と自分の考 えを比べながら聞いている。(観 察)

異 外②本単元のふ り返 りをす る。 ☆読んで感想をもらうだ けでなく、その感想や考えに対して、さらに自

分の意見を話すよう助言する。

(5)本 時の学習(2/8)
ア 目標 ・ゲームについて考 えたことを構想 メモに表す.

1学 容 るe
2構 想メモの作 り方を知るe
3構 想メモを書 く。

① ゲームにっいて自分の考えをワー クシー ト
に書 く。
・体験や感想
・考えの理由など

② ゲームについてグループで話 し合 う。
・他 の人の考えを聞いて考えたことをワーク

シー トに書き足す。
③ ゲームについて考えた ことを学級全体で話
し合 う。

4構 想 メモに基づいて、取材計画を立てる。
・主張内容
・取材内容
・取材方法

5A日 のAS'を ふ り返る

o1 ヨ こ
こて

◎テーマについて自分の感想をもち、情報収集の見通 しをもってい
る。

◇構想メモを書 く場面
て観察)(ワ ークシー ト)

☆ゲームにっいてどんなことが考えられるか一緒に考え、それをワ
ー一クシー トに書くよう助言する。
古構想メモ作 りの手引きを参考にするよ う助言する。
☆考えた理由を聞き、どんな事実押あったかも書 くよ う助言す る.
☆友達 と話 し合 ったことを参考に構想メモに書き加えるよう助言す

る。

☆計画の見通 しがたった児童の取材計画案を紹介 し、参考にす るよ

う助言す る、
☆メモの中か らどんなことに興味をもった り、調べてみたいか聞き

出し、ワークシー トに書くよう助言す る。
☆ 京に った について 昔 る
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(4)考 察

ア テーマ について

・児童が興味 ・関心をもち、題材 についての多様な考え方や 取材活動 が考え られ るもの、多

面的なものの見方ができるものをテーマに した。
・児童 にとって興味深 いテーマであるが、「ゲー ムはや り過ぎないよ うに、時間 を決 めてやる

と良い」 とい う結論にな りが ちであった。

イ 話 し合い活動について

・授業後 にグループや話 し合い をす ることについ

てアンケー トを行 った。その結果、「テーマに対 して

自分の考えをもつために効果的であった」 と回答 し

た児童の割合は、 グループでの話 し合いについては

約90パ ーセ ン トであ り、全体での話 し合 いにっい

ては約70パ ーセン トであった。

・「グループ」 「全体Jで 話 し合 うことで、次第に

自分の考 えが明確になった り、 自信が もてた りす る

ようになった。

ウ 構想 メモについて

・テーマに対 して自分の考 えや想い を自由に書 く

ことが でき、さらにグループや全体の話 し合いか ら

付 け足 しやすい形 を工夫 した。 さらに、話 し合いが

終わ った後で 自分 の考えを整理 した りまとめた りす

ると ともに、取材 内容にっなげ られ るようなものを

考 えた。

・数種類の ワー クシー トを用 意 し、児童が書きや

すい形式の用紙 を選んで書 くことがで きるよ うに工

夫 した。 このことに より、児童は 自分 の考 えを広 げ

ることができた。(羅 列型 ・観 点別の分類型 ・マ ップ

型 ・放射状型な どの中か ら選んで意欲的 に書いてい

た。)

・記述の段階では多 くの児童が、構想メモを参考に

しなが ら書 く様子が見 られた。

工 例文について

・書き出 しは特に例文を提示 しな くても全員が 「構

想 メモ」 をもとに して書 くことができた。

・例文 として区の参考作品 として掲載 された作品

を提示 したが、す ぐに書き始めることはできなかっ

た。学級 の児童 の作品 を提示 した ところ、作文の具
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体的なイメー ジをもつこ とができ、多 くの児童が意欲的に書き進めることがで きるようになっ

た。友達の作品か ら、学ぶ ことの効果の大きさを確認す ることができた。
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1事 例2】 文 章化 を図 る指導 の 工夫 〔第1学 年〕

(1)単 元 名

わ た しの は っけん

～ 「み ・たね は っ けん ず かん」 をつ くろ う～

(2)単 元 の 目標

自分 の集 めた実や 種 につ い て、友 達 に知 らせ るた め に よ く見 て観 察文 を書 き、 楽 しん で

図鑑 を作 る。

(3)単 元 の評 価規準

国語^の 関心 ・意欲 ・櫨度 書 く能力 言語 に関す る知識 ・理解 ・技能
・自分 の選 んだ実 ・種 をよ く見 ・実 ・種 の 色 、 大 き さ 、 形 、 匂 い 、 ・助詞 の 「は」、 「へ 」及び 「を」 を正 し

て、観 察文 を書 こ うと してい る。 な どを、感 じ取 って 、書 くた 占りに く使 って いる。

・数種類の実 ・種を選んで観察文 必要な事柄を集めている。 ・句点 を正 しく打 っている
。

を書 きため、図鑑を作 ることを ・腰と語、文 と文の続き方に注意 し

楽 しんでいる. て、文を書いてい る。

(4)単 元 の指導 計 画(6時 間扱 い)(実 ・種 の収集 は、生 活科 の 「秋 を探 そ う」 で行 う。)

時
1

2

3

4

5

6

主な学習活動

①友達に読んでもらうために、「み ・たねずかんt

を作ろうという気持ちをもつ.

①アサガオの種の観察文の書き方を話 し合う。

②①で詣 し合った使 うとよい言葉 を生か し、ア

サガオの種の観察文を書く。

①各ページの観察文の書き方を話 し合 う。

②①で話 し合 った観点を生か し、自分が選んだ

種 ・実のベージを書く。

①前時を生かし、「み ・たねずかんJの 各ベージ

を書 く。

①各ページを順序 よく貼 り合わせ、図鑑を完成

させる。

②全体を読み返 し、序文や奥付を書く。

①互いに図鑑を読み合う。

◎ 一 準(評 価方法)☆ 評価に基づく具 な手だて

◎ 「み ・たねずかん」作 りに関心を もって、発言 したり、表

紙を書いた りしている.〔関心 ・意欲〕(観察 ・発言、表紛

☆話 し合いや対話を通 して、図鑑作 りへの思いを引き出す。

@話 し合ったことを参考に、アサガオの種を観察 し、観察文

を書いている。[書 くカ〕(観 察文)

官話し合った 「ことばのおみせ」 を必 要に応 じて参考にする

ように助言する

◎話 し合った観点を参考に、観察文を書いている。〔書くカ〕

{緯察 ・観察文)

☆必要に応 じて、書き出しのことば 「いろは、」「かた ちは、」

などが 込んである支援シールを貼 り、文章化を促す

⑥前時の書き方を生か して、図鑑のページを書いている。 〔書

くカ〕 〔言語に関する知誠 ・理解 ・技能〕(親 察 ・観察文)

☆前時の作品のよいものを紹介 し、 友達の書きぶ りを参考に

するよう助言する。

☆必要に応じて、書き出 し支援シールを貼り、文章化を促す.

◎ページを貼 り合わせ完成 した図鑑を読み返 し、確 かめた り

直した りしている。 〔書くカ〕〔言語に関する知餓 ・技能〕

{観察、図鑑)

☆ 詞の 「は」と句点に着目して読み返すようにさせ る

◎完成 した図鍾を楽 しく読み合っている。〔関心 ・意欲〕

{観察 ・発言、一言感想)

☆楽しく読みAっ ている 子を、大いにほめ、認める。

(5)本 時 の指 導(3/6)

ア 目標 「み ・た ねは っけ んず か ん」 の各ペ ー ジの よ りよい 書 き方 を考 え、 自分 の選 ん

だ種 ・実のペ ー ジ を書 く。

イ 展 開

学習活動

1本 時 の 学 習 内 容 を知 る。

2図 鑑 の ペ ー ジの よ りよ い 書 き 方 を 話 し

合 う.

・友 達 の 作 品 か らよ さを見 つ け る。

・書 く とよ い こ と を 思 い 出 す .{「 文 の お

み せ 」(名 前 ・色 ・形 ・大 き さ等)

・書 き上 が っ た ら、 読 み 返 し、 読 ん だ 印

をす る こ とを 知 る。

3話 し合 っ た 書 き方 に 沿 っ て 、 自分 の 選

◎評価規準 ◇評佃賜面 △(評価方法)☆ 評価に応じた手だて

@図 鑑 のページの書 き方 にっ いて考えた り、発言 した り、話

を聞いた りしてい る。

◇図鑑 のペー ジの書 き方を話 し合 っている場面(観 察 ・発言)

☆前時までの取 り組 みを生かす 言葉かけをする。

☆具体的な学習の手順がイメージできるよう板書を工夫す る。

@話 し合った書 き方に沿 っ て書いている。
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んだ種のページを書く。

4本 時 の学習 をふ り返る。

◇自分で選んだ種 ・実のページを書いている場面(観.察 ・ 観察文)

☆書 き始 め られ ない児童 には、観察 の観点 を示 した 書 き出 し

支援 シー ルをは り取 り組 ませ る。

☆書 き進 め られ ない児童は 、違 う観点 に着 目させ るよ う、書

き出 し支援 シール をはった り、 ことばをかけた りす る。

☆ いくっかの観 点について書き終わ っている児童に は、 よい

点 をほめ 、別 の観点か ら書 き加える ことを勧 める。

☆書 き終 わ った児 童には、読み終わ った後で次のペー ジを書

き始め てよい ことを知 らせ る。

☆表記につまず き押見 られ る児童には、文のおみせ ・50音

表 な どを参考にす るよ うに助言す る。

(6)考 察 ～書 き始 め られ ない児 童や 書 き進 め られ な い児 童へ の指導 の 工夫 ～

ア 児 童 作 品 を教材 と して活用 す る こ とに つ いて

前時 ま でに書 い た児童 の作 品 を資 料 と して提 示 し、 よ りよい書 き方 につ いて、 よ さを見

っ け なが ら、話 し合 い を行 った。友 達 の作 品 は、共 感 で き る部 分 も多 く、 た くさん の発 言

を 引 き出す ことが できた。 ま た、 よ りよい 作品 を書 きた い とい う児 童 の意欲 を高 め る こ と

が で きた。 授 業 後 のア ンケー トで は 、83%の 児童 が 、友 達 の作 品 を読 む こ とは 、書 くこ

とに役 立 った と答 えてい る。

イ 話 し合 いで作 成 した 「書 き方 の手 引き」 につ い て

ア の よ りよい書 き方 につ いて の話 し合 い を 「こ とば のお

み せ 」 「文 の お みせ 」 と して ま とめ た もの を示 した 。本 時 の

直 後 の ア ンケー トで は7001・ の児 童 が 記述 中 に参考 に した と

答 え てお り、第4・5時 で は 、 さらに 多 くの児 童 が記 述 、 ま

た は 、推 敲 の際 に活 用 して い る姿 が 見 られ た。 与 え られ た 手

引 き よ りも、 自分 た ちで 話 し合 い作 り上 げた 手 引 き が有 効 で

あ った。

ウ 書 き出 し支援 シール の活 用 につ い て 【板書 】

「こ とば のお みせ 」 「文 のお み せ 」 や友 達 の 作 品

を、 自分 の記述 に生 か してい くこ とが難 しく、書 き

進 め られ ない児 童 には、 さ らに具体 的 に 「何 を」書

け ば い い のか を明 確 にす る た め 、 「大 き さは 」 「か

た ちは」 な どの書 き出 し支援 シール を貼 る よ うに し

た。 シール を手 がか りに 書 き進 め るこ とが で き、 さ

らに2枚 目3枚 目と進 め る と、シール は不 要に な り、

自分 でい ろい ろな観 点 をも ちなが ら、書 き進 め られ

る よ うに なって い った。 【作 品例1

工 記 述 中 の指導 につ いて

記 述 前 の指導 は重 要 で あるが 、児 童の 「書 きたい 」 とい う気持 ちの高 ま りをタイ ミン グ

よ く書 く活 動 にっ な げるた め には、 焦点化 が 必要 で あ る。 さ らに、記 述 中に 、共 通 の課題

も見出 され るので、児 童 の学習 状況 に応 じて全体 に指 導す るこ とも必 要 で ある.

オ 相 手 ・目的意 識の 明確化 につい て

書 き進 めて はい るが、内容 が形 式 的な ものに な りが ちで ある児 童 も見 られ た。課 題 解 決

の た めに は、相 手 ・目的 意識 を よ り意 識 させ 、 体験 と結 びつ い た書 く場 の設 定や 低学 年 な

りに 自分 の文章 を読み 返す カ をは ぐ くむ こ とが必 要 で あ る。

1

手 大 か い名
ざ きた ろ ま
わ さち え
り

文
の
お
み
せ1～1

く よ み

ら うた
、な い

～ ～ 昧
でま ～ ～
し しで ま
た たす す
OOOo
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1V研 究 の 成 果 と 課 題

1研 究 の 成 果

(1)自 分 の考えを書 く力 を高め るための 「学習指 導一覧表(試 案)」 にっ いて

・自分の考 えを筋 道立 てて書 くときの諸能力 を分析的 ・系統的 に と らえるこ とによ って、

取材 ・構 成 ・記述 ・推 敲 とい う学習過程 を さ らに細分化 して、指導す る必要 が ある こ と

が分 かった。

・学習過 程 に沿って学 習活動 ・評価規 準 ・評価 に基 づ く指導 を設 定 した一 覧表 を作 成す

るこ とで、指導 の在 り方 を具体的 に探 るこ とがで き、検 証授 業に活用す ることが で きた。

(2)記 述前 の学習過程 におけ る指導 と学習活動 の工夫 について

筋道 立てて 自分 の考 え を書 くことを 目指 し、記述 前 の次の学習過 程 にお ける指導 の工夫

について協議 した結 果 、下記 の衰 に示 した効果 が 見 られ た。

・ 「考 えをっ くる」 とい う学 習過程 で例 文 にふ れ る ことは、これか ら書 く文 章のイ メー

ジや課 題意識 ・目的意 識 ・相 手意識 を明確 に もたせ る こ とにな り、構想 を練 る こ とにっ

なが った。

・構想 メモ をつ くるこ とや メモ をも とに話 し合 う学習活動 で、す で に取材意識 が 芽生 え、

取材 内容や取材 方法 まで見通す こ とが可能 で ある ことが確認 できた。

・ 「考 えを言葉 にす る」 とい う学習過程 では 、例文 か ら学ぶ こ との ほか に、友達 の作品

か ら学ぶ ことも有効 であ る と児竜 が意識 してい る ことが明 らかになった。

学習過程 学習活動 児童への効果
・例 文 にふ れ る。 ・考 えを 明 らか にす る.・ 他 の考 え を知 る。

考えをつくる
・構 想 メモ をつ くる。

・メモ を も とに話 し合 う。

・考 えを比 べ る。 ・考 えを広 げ る。

・考 えを確 かに す る。 ・見通 しを もつ 、

・疑問や取材意識をもっ。
・取材方法や取材内容が分かる。

考えを言葉にする
・例 文 か ら学 ぷ .
・話 し合 って 手 引 き を作 る

.

・書きぶ りが分かる。
・考えの筋道の立て方が分かる。

・友達 の作品か ら学ぶ。 ・文章 構成 、構 文 が分 か る。 ・文 の量が 増 え る。

・語 いが 広 が る。

(3)個 に応 じた指導 と評 価の 工夫 につ いて

・児 童 の学 習状況 を把 握 し、個別 の支援 計画 を立て る こ とで、授 業 中の個別指 導 を具体

的 に進 める ことがで きた。 つまず きが予 想 され る児童 に は、適 切 な支援 をあ らか じめ考

えて お くな ど工夫 す る こ とがで きた。 「十分 、満 足 で きる」 と判 断 され る児童 に は新 た

な課題 を用意 す るこ とがで きた。

2研 究 の 課 題

(1)個 性豊 かな表 現力の 育成

記述前 の学習過程 にお け る指導 に よって、児童 は 自分の考 えを書 く方法 を学ぶ こ とが で

きたが、その中 には、は じめに示 され た文章の形式 や型 か ら離 れ られ ない作 品 も見 られ た。

基本的 な形式 を踏 まえつつ 、その子 な りの個性や創 造性 あふれ る表現 で、 自分 らしさを発

揮 しなが ら書 くこ と力監で きる よ うに指導す るこ とも必 要で ある。

(2)指 導 形態や 教材開発

「自分の考 えを書 く」 学習 にお いて個 に応 じた きめ細か な指 導 をす るためには 、個別の

支援計画 を立てて指 導 に当た る とい う手だ ての ほか に、指導形 態や教材 開発 とい った面 で

も工夫す る必要 があ る。

(3)学 習 指導一覧表(試 案)

「書 くこと」 の能 力や評 価規準 は、文章 の種類や形 態 によって異 なる もので ある。学習

指 導要領 の言語活動 例 に基づ く様 々な文章 に対応 した 「学習指ve-・一一覧表(試 案)Jを 検討

す る必要 があ る。
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